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研究成果の概要（和文）： 
世界自然遺産候補であるキューバ国サパタ湿地で繁殖するヒレナマズの食利用について検討

した。認知度は高いものの食料としての普及については，十分といえない状況であった。サパ
タ湿地地区における加工の実態は，衛生面と作業効率の面から改善の余地が大きかった。現地
でのヒレナマズ肉の製造実演を通じて，関係者の理解が高まるとともに，サパタ湿地地区の地
域資源としての活用法について，検討が始まるに至った。 

 
研究成果の概要（英文）： 
We researched a potential of catfish meat as a regional resource of Zapata swamp area 

(Cuba), a candidate for World Natural Heritage for conserving the natural environment. 
Although Cuban government has been promoting the consumption of catfish meat, it seems 
the Cuban market provides any room for developing the products yet. In the view point 
of hygienic and effective preparation of the fillet, there were many kinds of problems 
to be improved at the fish processing factory in Zapata swamp area. By demonstration of 
the preparation of catfish meat products like a fishball, participants realized the series 
of the food processing. Now, they have started to discuss the creation of new catfish 
products and their processing system. 
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１．研究開始当初の背景 

魚介類の世界的な需要拡大や海洋環境の
激変により，30－40年後には海洋での漁獲量
がゼロに近づくとの予測もあり，環境との調
和を図った持続的な漁業への転換が求めら
れる。国連海洋法条約で資源管理の重要性が

謳われており，漁獲量が多く経済的価値が高
い一部の魚種については，国際問題として協
調的な規制に向けた努力が続けられている。
しかし，生態系保全の視点でみると，商業ベ
ースに乗らない魚介類については，積極的な
資源管理が実施されているとは言いがたい
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状況にある。この点については，固有種の保
護や移入種の捕獲等にインセンティブを与
えるような社会システムの構築もその解決
策の一つと思われる。 
東西冷戦の終結時に経済危機に陥り，エネ

ルギーやその他の資源，食糧などのあらゆる
物資不足に直面したものの，国策による社会
システムの大転換により食糧自給システム
の構築を実現したキューバにはそのヒント
となる仕組みがあると考えた。そこで，現地
の研究者と協働して文献調査や現地調査を
行ない，次のような成果を得ていた（高知大
学大学院黒潮圏海洋科学研究科研究科長裁
量経費等による成果）。 

1.  都心部においても農業を奨励する
など，国を挙げた食糧生産の強化が図
られていた。 

2.  経済格差縮小による貧困層削減の
国内政策に対して，国民は一定の理解
を示している。 

3.  食糧生産の目的で養殖用に人為移
入したヒレナマズの侵入・大繁殖によ
り，カリブの宝石と呼ばれる首都ハバ
ナ郊外のサパタ湿地に生息している固
有種（ガーパイク）の絶滅が大きな問
題となっていた。 

4.  国民の平均収入は少ないが，手厚い
医療の実現とともに医学生などを中心
とした住民への環境・健康教育ネット
ワークが構築されていた。 

以上のことから，国民の生活の基盤となる
「食」や「医療」の支援については，コミュ
ニティレベルでの仕組みが成熟しつつある
ものの，文化や習慣を十分考慮されなかった
政策（ヒレナマズの人為的移入）については，
その解決の糸口すら見つかっていない実情
であった。 
 

２．研究の目的 
本研究では，すり身加工技術を駆使してヒ

レナマズの食用化を図るとともに，現地の加
工，保存技術やインフラ等の実情に合わせた
普及体制の構築することを目的とした。また，
ヒレナマズの生態調査等を実施することに
より，持続可能な食料資源としてのポテンシ
ャルについて検討することを目指した。これ
らのアプローチにより，人為的なインパクト
により破壊されつつある生態系を保全する
とともに，既存の地域ネットワークの活用に
より，持続的な生産および消費に関する意識
の浸透を図り，持続型社会構築のモデルケー
スの作成にチャレンジすることとした。 

 
３．研究の方法 

本研究で実施した調査・研究については，
(1)キューバにおけるヒレナマズの食利用に
関する検討，(2)サパタ湿地におけるヒレナ

マズの生態調査および(3)現地でのその利用
法の検討の 3つに大別される。 
本研究における調査は，主にキューバサパ

タ湿地（図 1）対象とした。また，ヒレナマ
ズの食利用に関する調査は，キューバの首都
ハバナ（図 1，①）でも実施した。 
(1)キューバにおけるヒレナマズの食利用に
関する検討 

ハバナおよびサパタ湿地地区において，食
料資源としてのヒレナマズに関して聞き取
り調査とアンケート形式による意識調査を
行なった。また，ヒレナマズ加工品（すり身
製品）の食味試験，日本製市販煉り製品の嗜
好調査および日本製市販水産加工食品の嗜
好調査を実施し，キューバ人の魚食の嗜好に
ついて明らかにするとともにその製品化の
方向性について検討した。 
 
(2)サパタ湿地のヒレナマズの生態調査 

キューバにおいて，ヒレナマズは食料資源
として 1999 年に導入されたたが，2001 年の
ハリケーンにより養殖池より逃げ出し，様々
な自然水域で観察されると言われていた。そ
こで，その実態について聞き取り調査を行な
うとともに，サパタ湿地においてサンプリン
グしたヒレナマズの，性比，年齢と成長，産
卵期および食性について調べた。 
 
(3)現地でのヒレナマズの利用法の検討 

キューバにおけるヒレナマズの食利用に
関する検討および生態調査により，食用資源
としての活用可能性が見出されたことから，
その実現に向けて現地調査を行なった。キュ
ーバにおけるヒレナマズの普及活動の実態
や関連組織の実情について調べるとととも
に，サパタ湿地地区におけるヒレナマズ製品
の製造実演を通じて，現地での製品化に向け

 
① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

Habana 州 Matanzas 州 

高 速 道 路 

Península de Zapata（サパタ半島） 

C
oc

hi
no

s
湾

 

図 1 キューバの首都ハバナ①とサパタ湿地の
調査地②～⑥ 



 

 

た体制構築について探った。 
 
４．研究成果 
(1)キューバにおけるヒレナマズの食利用に
関する検討 

街頭での聞き取り調査では、ヒレナマズを
好んで食べるという人がほとんど見受けら
れず、むしろ泥臭さや見た目の悪さを指摘す
る人が多くみられ，本種が食用として多くの
キューバ国民に受け入れられていないこと
がうかがえた。アンケート形式の意識調査で
は，魚の嗜好に関する質問で全体の 70 % 以
上が「好き」と回答したものの，魚の摂食頻
度に関する調査では，半数近い人が一月に 2
回以下しか食べていないことが明らかとな
った。好きな魚の種類について自由記述で回
答を求めたところ、非常に多くの種類が挙げ
られた。最も多く回答が得られたのは「Pargo
（フエダイ属の魚）」で 30％に上った。具体
的な魚名でなく、「全て」および「海産魚」
とした回答もそれぞれ 20％程度見られた。ヒ
レナマズについては、淡水魚として唯一の回
答となっており、合計で 5％程度を占めた。
魚の調理法の嗜好については、揚げ物料理が
最も人気が高く、Salsa 料理が 2 割程度とそ
れに続いた。魚の値段については、8 割に上
る住民が高いと感じているようであった。ヒ
レナマズの認知に関する質問については、両
群とも 80%以上の人が「知っている」と回答
し、ヒレナマズ のキューバにおける知名度
はかなり高いことが分かった。 

決して魚嫌いではないが，ヒレナマズに対
するイメージが良くないことが分かったた
め，ヒレナマズをすり身にして提供すれば食
べやすいと感じてもらえると想定し，その試
作品の食味試験を実施した。肉団子のような
形態にして植物油で揚げたフィッシュボー
ル，甘めに調味したさつま揚げおよびさつま
揚げ（野菜入り）のいずれも高い評価を得た。 

より受け入れやすいすり身製品の形態を
探るため，日本製市販煉り製品の嗜好調査 
を実施したが，上述したフィッシュボールや
さつま揚げの試作品の食味試験結果と比較
して、「悪い」、「とても悪い」との回答がか
なりの割合で出現したが，5 段階評点による
点数計算では，平均値である 3.0を下回るも
のはなかった。 
さらに，缶詰，干物，節といったその他の

日本製市販水産加工食品についても嗜好調
査でも，概ね試食に供した水産加工品はキュ
ーバ人の好みに合うという意見を得た。特に、
缶詰やさきいかといった甘辛く濃いめの味
の製品が好まれるようであった。当初は見慣
れないことから手が伸びなかった骨せんべ
いやみりん干し等も最終的には高評価であ
った。ただし，板付かまぼこについては，な
じみのない食感であることや味が薄いと感

じられる（日本人にとってはそうではないと
思われる）ことなどから，人によっては受け
入れ難い場合もあるとの意見もあった。 

前述の食味試験や嗜好調査において、多種
多様な日本製水産加工食品について、全般的
にキューバ人の好みに合うことが期待され
た。ヒレナマズ肉を現地で調達して製造する
ことを見据えた場合、足の強い（弾力に富ん
だ）板付けかまぼこより、焼き目のついた竹
輪，油で揚げたすり身天ぷら、さらには具材
を入れた肉団子のようなものが好まれると
思われた。また、サパタ湿地地区におけるヒ
レナマズの漁獲量、調達可能な食材や社会イ
ンフラといった様々な事情を考慮すると、す
り身に限定することなく様々な水産加工品
への展開も考慮することが必要と思われた。 
本研究による、食味試験や嗜好調査を通じ

て、日本では当然の事として行なわれている
下処理の方法，味付け、包装材等の関連情報
について、多くの質問が寄せられた。魚食文
化の乏しいキューバではあるが、水産加工品
の普及について強く興味を持っていること
を垣間見ることができたことから、このよう
な知識の普及が重要であると思われた。 
 
(2)サパタ湿地のヒレナマズの生態調査 
聞き取り調査では，ハリケーンにより養殖

場から逃げ出したヒレナマズは 2005年には
南端のカリブ海沿岸域で確認されていた。ヒ
レナマズ漁師によると、個体数は増え続ける
とともに、最大 18,000gを超える個体も漁獲
されているという情報が得られた。 
サパタ湿地で漁獲されるヒレナマズの性

比については，サンプル数が少ない 2008年 6
月の釣りによるものを除いて、常に雌よりも
多くの雄が捕獲された。漁獲個体の全長およ
び体重の測定結果から、漁法によって漁獲サ
イズに差が認められた（表 3）。延縄では比較
的大型の個体（68.1±18.3 cm、平均値±標
準偏差）が漁獲され、刺網（59.6±10.6 cm）、
釣り（34.7±11.8 cm）の順に小さくなる傾
向がみられた。各性の最長個体は雄で 112cm、
雌では 109cmであった。一方、最小個体は雄
で 24.5cm、雌では 19.5cmであった。 
各性における全長と体重の関係について、

近似曲線の当てはめを試みた結果、以下の関
係式が得られた。 

雄 TW=0.0091TL2.9153(R2=0.9722,N=274) 
雌 TW=0.0068TL2.9948(R2=0.9825,N=127) 

（TW:体重,TL:全長,R2:決定係数,N:試料数） 
合計 134個体のヒレナマズについて、脊椎

骨による年齢査定を行なった結果、0-8歳ま
での年齢群が得られた。4歳魚が最も多く出
現し（20.1 %）、次いで 3歳魚（18.7 %）、1
歳魚（17.2 %）、2歳魚（14.9 %）の順であっ
た。各年齢の平均全長から、各性ごとに
Logistic 式および von Bertalanffy の成長



 

 

式のパラメーターを推定した。Logistic 式
についてはどちらの性に対しても当てはま
りが良かったので、年齢と全長の関係を表わ
す成長式として採用した。 

雄 Lt=113.9/{1+exp[-0.45(t-3.47)]} 
雌 Lt=121.6/{1+exp[-0.38(t-4.01)]} 
（t=年齢、Lt=t歳時における全長（cm）） 
卵期 2008年 3月、6月、11月に得られた

292個体（雄 180個体、雌 112個体）の平均
GSI（生殖腺体指数）を算出したところ，雌
雄とも夏場で雨季にあたる 6月に最も高い値
（高い成熟度）になり、雨季から乾季へと移
行する 11月には最も低い値を示した。 
胃内容物の調査を行なった合計 308個体の

ヒレナマズのうち、空胃個体は 209 個体で、
全体の 67.9 % を占めた。最も多くの個体に
よって捕食されていたのは植物（% F=55.6）
で、次いで貝類（% F=34.3 %）、魚類（% F=15.2）、
デトリタス（% F=12.1）の順であった（表 6）。 
体サイズおよび時期による餌生物の出現

頻度を図 5に示した。体サイズは、全長 50 cm
未満、50 cm以上 80 cm未満、80 cm以上の 3
階級に区分した。どの時期においても植物、
魚類、貝類が高頻度でみられたが、体サイズ
によって魚類およびデトリタスの出現頻度
に差がある傾向が示された。魚類は全長 50 cm
未満の個体では出現せず、大型の個体に多く
みられた。逆に、デトリタスは大型個体より
もむしろ、50 cm未満の個体に高頻度でみら
れた。同定可能な魚類の中には、卵性メダカ
の一種 Limia vittataおよび Cbanichthys 
cubensisや、全長 16 cmのヒレナマズもみら
れた。また、2007年 10-11月の調査では、ア
カミミガメの一種 Trachemys decssataの腹
甲も胃内から発見された。標本数の多い 50 cm
以上 80 cm 未満の個体を季節で比較すると、
2007年 10月下旬-11月上旬および 2008年 11
月中旬に比べ、夏で雨季にあたる 2008年 6
月中旬では植物の出現頻度が高い値を示し
た（% F=69.7）。 

サパタ湿地において野生化したヒレナマ
ズは、植物、魚類、貝類、デトリタス、昆虫、
エビ類、といった様々な生物を食物として利
用していることが本研究で明らかとなった。
主要な餌生物を特定するには更なる調査が
必要であるが、これらを捕食した結果として、
比較的速く成長していることが示唆された。
さらに、サパタ湿地において本種は栄養段階
の上位に位置しながら、個体群密度は高いと
考えられることから、自然界に与えている影
響が大きいことが容易に推測される。自然生
態系保全のために一刻も早い駆除が必要で
あることは言うまでもない。これを実現する
には、捕獲時期の選定が重要になる。GSIの
季節変化から、サパタ湿地では、雨季が始ま
る 5月-6月頃の集中的な降雨や、水位の上昇
といった要因が産卵の合図になっていると

推測される。このことから、水位が低下し、
本種の生息場所が比較的狭い範囲に制限さ
れている乾季の間に集中して捕獲すること
で、効率的な駆除が行なえると確信している。
サパタ湿地では、一般人が遊漁によって捕獲
したヒレナマズを漁業省が買い取るといっ
た、新たな施策案も打ち出されている。これ
により、本種の個体数減少に拍車がかかるこ
とが期待されるが、刺網に多数掛かって死ん
でいたマンファリの目撃情報があることか
ら、ヒレナマズ漁によって与える他の生物へ
の影響も十分考慮しなければならない。また、
マンファリが激減している主な原因として
刺網による混獲が影響している可能性も拭
いきれないことから、ヒレナマズの繁殖によ
り大きく乱されたサパタ湿地の資源保全に
おいては、現地での社会的環境等の影響も十
分に考慮する必要があると思われた。 
 
(3)現地でのヒレナマズの利用法の検討 

食料確保を目的とした 1999 年のヒレナマ
ズ導入以降の主な動向として、国策としては，
2005年までは年間1,000トンに満たなかった
ヒレナマズの生産量を、2010年代の前半まで
に 15,000 トン程度まで増やす計画が推進さ
れていた。2012年 3月時点の最新データによ
ると、2009年度は 6,000トンを超えたが 2010
年度は 5,200トンにとどまっている（Oficina 
Nacional de Estadística, 2011b）。計画ど
おりの増産が達成できるかは不明であるが、
キューバの重点政策であることは疑いがな
いようである。一方、サパタ湿地で漁獲され
る野生化したヒレナマズについては、2009年
時点でその漁獲量は乾季で一月当たり 20 ト
ン月程度であった。漁獲量の月別変動に関し
ては乾季と雨季の差が大きく、乾季では 1ヶ
月に 20 トンに上ることもあるが、雨季では
0.5～1トンにとどまることもある。雨季に漁
獲量が激減する理由としては、ヒレナマズが
水路から離れた人手の届かない所に入り込
んでしまうためと考えられている。漁獲サイ
ズについては，餌の少ない乾季の終わりにあ
たる 3 月頃には平均 3 kg 程度であるが，11
月頃には 10 kgを超える大型個体も漁獲され
ている。この時期には，平均でも 5 kg 程度
になるようである。漁獲データについては、
正式に認可された漁師からの報告を集計し
たものである。非合法で漁獲や流通を行なっ
ている者もいるようであるが、その実態につ
いて把握できていない。 

ヒレナマズを国民全体の食料資源として
とらえている首都 Habana の食料省担当者と
実際に目先の湿地での生態系や住民生活の
変遷を目の当たりにしているサパタ湿地の
関係者の間で、今後のヒレナマズの普及につ
いての展望は異なっていたが、導入したヒレ
ナマズが自然界に流出して生態系に大きな



 

 

影響を与えていると認識している点、その事
実を受け止めつつ地域資源としてどのよう
に活用していくかを検討することは意義深
いと感じている点について共通項を見出す
ことができた。 

サパタ湿地において，漁獲したヒレナマズ
は漁師が直接小売りすることはなく、サパタ
湿地地区の食料省〔漁業担当〕管轄の加工処
理場へ買い取られるシステムとなっていた。
この加工場は，サパタ湿地地区の中心地
Playa larga の中心から 1km 足らずの場所に
あり、集荷・発送の観点からは悪くない立地
条件といえる。魚の処理台を備えた 2つの加
工処理室および冷蔵室のある加工処理室へ
入るスペースに分けられている小規模な平
屋の建物である。また、建物から 10m程度離
れた位置に公称では-18℃まで冷却できる冷
凍コンテナが 3つ置かれていたが，そのうち
稼働しているのは 1つだけという現状であっ
た。その他，大型の電子秤，12名が同時に処
理作業を行なえるタイル張りの処理台 2台の
中型電子天秤が設置されている以外に特別
な機械は見当たなかった。建物には魚の搬入
口とは別に処理作業者の出入り口が設けら
れており，処理作業者はその傍らのトイレを
使用することで動線が分けられていた。この
加工処理作業の視察では、数えきれないほど
の解決すべき問題点が明らかとなった。以下
に、その主な内容を示す。 

1, 処理レベルによる汚染区と衛生区の設
定：未処理の魚体から、処理後のフィレ
ーまで同じ作業台に乗せられていた（図
3c） 

2. 作業フローの確立：下処理の従事者が
同じ道具を使って、フィレーまで加工し
ていた 

3. 製品の仕分け：魚体サイズ、フィレー
の完成度、魚肉の色など、さまざまなも
のが混合した状態のものを計量値のみ
に基づき包装されていた（図 3d）。 

4. 温度管理：気温が 25℃を超える季節に
空調がない環境で処理された魚肉を、そ
のまま-18℃の冷凍庫へ搬入していた
（図 3a）中に入ってみた感じでは、-5℃
にまでも下がっていないと思われる） 

これらの主だった問題に限定しても、衛生
管理および品質管理という観点で極めて多
くの解決すべき問題が明らかとなった。 
サパタ湿地地区における事業立ち上げを

念頭に置き、現地の人材やインフラを活用し
て実演を行なった。2011年 3月にサパタ湿地
で漁獲された 7 匹のヒレナマズ（6.2 kg～
0.85 kg）を Estación Hidrobiologica（マン
ファリ研究拠点）の水槽で 2日程度活かして
おいたものを材料として用いた。魚は即殺後
に計量し、脱血後クーラーボックスに入れて
運搬した。製造は、Playa Larga のコテージ

タイプのリゾート施設の調理場で実施した。
この場所には水道は引かれているものの水
の出は悪く、ガスが引かれておらず、調理の
火力を木炭に頼っていた。ヒレナマズをフィ
レーにして計量した。フィレーは，すべて肉
挽き器を 2度通してミンチにした。2.5 ％の
塩と 5 ％のコーンスターチを加え，ボイルお
よび 180℃の植物油での油ちょう調理を行な
った。それぞれの製品の配合や作り方につい
て，参加者全員へ簡単にその説明を行なった
うえで試食を実施した。この製造実演は，サ
パタ湿地地区の食料担当責任者を招き，2012
年 1月にも実施した。この製造実演の模様に
加え、原料魚の清水馴致の様子や内臓脂肪塊
の差異をデジタルビデオカメラで撮影し、7
分間程度に編集した後現地の関係者に配布
した。現在、これを参考にして、現地でのヒ
レナマズ処理作業環境の構築が検討されて
いる。 
 

(4)考察および将来展望 
数度の渡航時のミーティングにおいて、漁

獲されたヒレナマズ肉の製品化について
様々な提案をしたことから、2011年 2月およ
び 2012 年 1 月の訪問時に現地での新たな加
工処理場の施設建設の申請に向けての相談
を受けた。その背景として、従来の中央集権
型から各地方の事情に合わせた事業展開へ
の施策への政策転換が影響していると推測
された。事業開始時の初期投資のみを支援す
るキューバにとって初めての公募型の新制
度について、初めての評価が実施され時期に
当たっていたことから、サパタ湿地地区でも
この提案を画策していると思われた。 

しかしながら、魚の鮮度保持、加工工程に
おける作業動線、基礎知識・技術の習得とい
った様々な問題がようやく見出された状況
であり、それらを整理し、作業の見直しや従
業員教育といったソフト面での改善を優先
して実施するよう要請した。何より重要なこ
とは、「食品としての魚を取り扱う」ことに
関する考え方（哲学）を十分に浸透させるこ
とが不可欠であり、実現できない場合には事
業が継続しないことを関係者に十分理解し
てもらうことが課題として残った。 
 
適切な事業規模 著者らは、今後の具体的

な計画策定においては、漁獲ヒレナマズ中心
の考え方（獲れた時点の状況判断）からサー
ビスと対価を中心にした考え方（購買者と提
供者の関係）への転換を図ることを提案した。
具体的には、事業規模、地域振興および製品
の差別化の 3点がカギになると判断し、議論
を重ねた。事業規模に関しては前述の見積り
のとおりサパタ湿地地区内での消費を前提
とすると、処理数は高々150 尾にしかならな
いことから、新たな加工処理場の建設は不要



 

 

であるとの結論に至った。またヒレナマズは
キューバ全土の淡水、汽水域に流出しており
食料資源としてのヒレナマズの価値は各地
域で同等であるが、世界的にも貴重といわれ
る自然資源を有し、海外からの観光客も訪れ
るサパタ湿地地区のヒレナマズ消費と環境
保全を結びつけることで、サパタ湿地地区独
自の地域振興を展開できることで同意を得
られた。本プロジェクトで実施したヒレナマ
ズの加工処理前の馴致処理や地域食材の添
加といった製品の差別化に関連するトライ
アルが必要と考えられた。 
本プロジェクトは、水産分野に関連する

様々な自然科学的知見、経験および方法がな
ければ実施することは不可能であった。しか
しながらその一方で、異なった社会的・政治
的背景、教育等における重点項目の相違や根
本的に異なる価値観等は、これらの知識だけ
では対応できないことも実感した。本プロジ
ェクトの目的は、効率的なヒレナマズ加工・
流通体制の構築ではなく、あくまでも現地の
実情に合わせたヒレナマズ活用による環境
保全策である。日本の持つ従来の技術や視点
に環境保全を加え、本プロジェクトをケース
スタディーの一つとした新しい分野の水産
学を作り上げることが肝要と思われる。 
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